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～ 青 年 部 が 贈 る ペ ー ジ ～

JA 帯広大正青年部

『広　報』№82

　

春
を
感
じ
さ
せ
る
暖
か
い
日
差
し
が
日
に
日
に
増
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

肌
寒
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
雪
解
け
が
進
み
、
本
格
的
な
農
作
業
が
始

ま
り
を
迎
え
、
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
何
か
と
ご
多
忙
の
毎
日
を
お
過
ご
し

の
事
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
73
回
定
期
総
会
に
於
い
て
令
和
３
年
度
部
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
大
役
に
選
任
し
て
頂
き
ま
し
た
事
、
大
変
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
は
５
名
の
新
た
な
盟
友
が
加
わ
り
、
総
盟
友
数

61
名
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
盟
友
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
方
や
事
務
局

の
お
力
添
え
と
ご
指
導
を
頂
き
、
役
員
と
協
力
し
て
本
部
事
業
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

現
在
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
日
米
貿
易
協
定
、
日
英
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
、
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
の
署
名
な
ど
農
畜
産
物
の
市
場
開
放
は
か
つ
て
な
い
領
域
と
な
り
、

国
際
競
争
の
激
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
、
昨
年
か
ら
世
界
で
猛
威
を
振
る
い
続
け
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
未
だ
に
収
束
の
気
配
が
見
え
ず
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
と
き
、
辛
い
と
き
こ
そ
、
立
ち
止
ま
る
事

無
く
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
前
を
向
い
て
い
く
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
支
え
あ
い
協
力
し
合
う
事
で
現
況
を
打
破
で
き
る
も
の
だ
と
信
じ

て
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
慎
重
を
期
し
て
可
能
な
限
り
事
業
を
展
開
し
て
い
き
次
世
代
を
担

う
農
業
者
を
目
指
し
、
各
事
業
を
通
し
て
盟
友
の
知
識
や
意
識
の
向
上
を
図
り
、

地
域
農
業
の
振
興
と
魅
力
あ
る
青
年
部
活
動
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
農
協
青
年
部
活
動
に
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
組
合
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
農
協
並
び
に
関
係
機
関
各
位
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
と
皆
様
の
ご

健
康
、
そ
し
て
本
年
も
豊
穣
の
出
来
秋
が
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
帯
広
大
正
青
年
部

部
　
長

　

松
　
浦
　
聖
　
矢

就
任
に
あ
た
り

第
73
回

�

定
期
総
会

�

開
催

　
３
月
２
日
、第
73
回
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
書
面
議
決
で
決
議
を
行
う
事
に
な
り
ま
し

た
。

　
書
面
議
決
書
の
提
出
に
よ
り
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
５
号
議
案
ま
で
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
案
終
了
後
に
は
、
選
考
委
員
の
選
出
に
よ
り
、

新
部
長
に
幸
福
・
泉
支
部
の
松
浦
聖
矢
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
日
に
は
令
和
２
年
度
退
部
者
へ
瀧
上
部

長
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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２
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
帯
広
大
正
第
一
会

議
室
に
お
い
て
、
第
68
回
女
性
部
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
通
常
総
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
部
員
の
皆
様
の
ご

理
解
の
も
と
書
面
総
会
に
よ
る
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
は
１
３
７
名
（
本
人
出
席

９
名
、
書
面
議
決
１
２
８
名
）
部
員
が

出
席
し
、
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
う
え

で
本
人
出
席
と
な
っ
た
令
和
２
年
度
役

員
に
よ
り
総
会
順
序
を
省
略
し
進
行
し

た
中
で
、
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
５

号
ま
で
の
議
事
に
対
し
、
慎
重
な
審
議

の
結
果
、全
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
４
号
で
は
、
女
性
部
役
員
の

選
出
方
法
が
地
区
を
統
合
し
た
各
ブ
ロ

ッ
ク
で
選
出
す
る
方
法
に
変
更
と
な
る

規
約
改
正
が
承
認
さ
れ
、
役
員
改
選
に

よ
り
新
部
長
に
は
、第
２
ブ
ロ
ッ
ク（
大

正
支
部
）
の
室
崎
明
美
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
室
崎
さ
ん
は
当
Ｊ
Ａ
女

性
部
よ
り
Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会

の
理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
事
を

ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

日
差
し
も
暖
か
く
な
り
、
春
の
足
音
も
感
じ
る
こ
の
頃
、
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ご
多
忙
の
毎
日
を
お
過
ご
し
の
事
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
部
長
と
い
う
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
不
安

と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

昨
年
よ
り
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
例
年
と
は
異
な
り
第
68
回

通
常
総
会
は
、書
面
で
の
決
議
と
な
り
ま
し
た
。
年
々
部
員
数
が
減
少
す
る
中
、

支
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
の
導
入
で
本
年
度
よ
り
役
員
が
６
名
体
制
で
の
出
発
と
な

り
、
事
業
や
行
事
に
よ
っ
て
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
と
の
連
携
も
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
各
々
の
生
活
環
境
の
多
様
化
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
人
へ

の
思
い
や
り
と
優
し
さ
、
そ
し
て
向
上
心
を
感
じ
あ
え
る
活
動
を
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
達
女
性
は
、
農
業
経
営
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
り
、
一
番
身
近
な
消
費

者
と
し
て
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
生
産
、
提
供
す
る
と
共
に
、
家
族
の
健

康
を
願
い
心
豊
か
な
生
活
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
が
天
候
に
恵
ま
れ
、
実
り
多
き
秋
を

迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
帯
広
大
正
女
性
部

部
　
長

　

室
　
崎
　
明
　
美

～議案全て承認可決～

就
任
に
あ
た
り

女 性 部
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や
わ
ら
か
な
春
風
に
心
華
や
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
か
と
お
忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
役
員
改
選
に
伴
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
身
に
余
る
大
役
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
後
ま
で

や
り
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、
会
員
の
皆
様
、
事
務
局
、
諸
先
輩
方
の
お
力
添
え
と

御
指
導
を
頂
き
な
が
ら
役
員
、
支
部
長
と
共
に
今
年
度
事
業
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

昨
年
は
春
先
の
干
ば
つ
に
始
ま
り
、
そ
の
後
一
時
は
天
候
の
回
復
は
み
ら
れ

た
も
の
の
、
９
月
の
長
雨
や
年
内
の
降
雪
不
足
な
ど
、
気
を
揉
む
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

や
観
光
客
減
少
に
よ
っ
て
外
食
産
業
を
中
心
に
需
要
が
落
ち
込
み
、
農
業
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
、
私
達
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
も
農
業
経
営
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
支
え
合
い
、
日
々
勉
強
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
外
食

自
粛
に
よ
り
自
宅
で
食
事
を
す
る
こ
と
が
増
え
た
た
め
家
庭
を
守
る
母
と
し

て
、
よ
り
地
産
地
消
を
心
掛
け
一
消
費
者
の
家
族
に
も
安
全
・
安
心
の
農
畜
産

物
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
は
様
々
な
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
例
年

と
は
違
っ
た
形
を
取
り
つ
つ
も
会
員
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
活
動
を

少
し
ず
つ
再
開
し
、
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
け
る
よ
う
役
員
一
同
精
一
杯
頑
張

っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
並
び
に
御
家
族
の
皆
様
に
も
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
今
後
益
々
の
御
発
展
と

御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
帯
広
大
正
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

会
　
長

　

瀧
　
上
　
春
　
香

就
任
に
あ
た
り

　

２
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
帯
広
大
正
第

一
会
議
室
に
お
い
て
、
第
55
回
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
通
常
総
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、女
性
部
通
常
総
会
と
同
様
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
の
も
と
書
面
総
会
に
よ

る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
は
32
名
（
本
人
出
席

５
名
、
書
面
議
決
27
名
）
会
員
が

出
席
し
、
本
人
出
席
と
な
っ
た
令

和
２
年
度
役
員
に
よ
り
総
会
順
序

を
省
略
し
進
行
し
た
中
で
、
議
案

第
１
号
か
ら
議
案
第
４
号
ま
で
の

議
事
に
対
し
、
慎
重
な
審
議
の
結

果
、全
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に
よ
り
新
会
長
に

は
、
桜
木
・
幸
一
・
愛
国
・
加
賀

支
部
の
瀧
上
春
香
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

第55回定期総会開催

フレッシュ
ミズ

全ての議案承認可決されました !!
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【
農
事
組
合
長
】

【
青
年
部
新
役
員
】

　

部　

長　
　

松
浦　

聖
矢

　

副
部
長　
　

戸
井　

勢
雄

　

書
記
長　
　

稲
屋　

津
宇

　

理　

事　
　

広
山
三
四
朗

　
　

〃　
　
　

西
本
恵
一
郎

　
　

〃　
　
　

山
田　

修
平

　
　

〃　
　
　

久
保　

卓
朗

　
　

〃　
　
　

牧
野　

友
佳

　
　

〃　
　
　

鈴
木　

雅
啓

　

監　

事　
　

瀧
上　

恭
章

　
　

〃　
　
　

林　
　

優
作

【
女
性
部
新
役
員
】

　

部　

長　
　

室
崎　

明
美

　

副
部
長　
　

内
田　

照
美

　
　

〃　
　
　

岡
﨑
ゆ
か
り

　

事
業
推
進
部
会
長

　
　
　
　
　
　

杉
本
美
由
紀

　

監　

事　
　

松
本　

一
美

　
　

〃　
　
　

牧
野　

祐
子

【
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
新
役
員
】

　

会　

長　
　

瀧
上　

春
香

　

副
会
長　
　

岡
本　

唯
佳

　
　

〃　
　
　

草
森　

悠
里

　

理　

事　
　

髙
田
沙
保
里

　

監　

事　
　

柳
沼　

真
奈

　
　

〃　
　
　

矢
野　

亜
衣

毅
あ
い
こ
く

�

高
橋

　
弘
樹

毅
幸
一

�
今
井

　
　
宏

毅
加
賀

�

梶
　
　
隆
寿

毅
昭
和

�

早
川

　
　
貢

毅
幸
福

�

山
田

　
昌
利

毅
桜
木

�

宮
浦
　
建
元

毅
以
平

�

菊
池
　
宗
幸

毅
中
島

�

道
見
　
拓
也

毅
泉

�

山
田

　
　
剛

毅
古
舞

�

大
岡

　
　
裕

農事組合長・青年部・女性部・フレッシュミズ新役員
令和３年度

【後列左より】鈴木さん、久保さん、牧野さん、西本さん、
　　　　　　　山田さん、広山さん
【前列左より】林さん、稲屋さん、松浦さん、戸井さん、瀧上さん

【後列左より】松本さん、杉本さん、牧野さん
【前列左より】岡﨑さん、室崎さん、内田さん

【後列左より】矢野さん、髙田さん、柳沼さん
【前列左より】草森さん、瀧上さん、岡本さん
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　今年度は、12名の新入職員が採用されました。ＪＡマン・ＪＡウーマンとし
て一生懸命頑張りますので、よろしくお願い致します !!� 令和3年度４月１日

[ 所属部署 ] 信用部 金融課 金融係（クミカン担当）
[ 生年月日 ] 平成14年11月17日
[ 出  身  地 ] 帯広市
[ 出  身  校 ] 帯広北高等学校
[ 抱     負 ] この度、大正農協に勤めさせ
て頂くことになりました柴田珠有です。新た
な環境で不安や慣れないことがあると思いま
すが、笑顔で明るく働かせて頂きます。一日
でも早く仕事を覚え、たくさんの人のお役に
立てるよう頑張ります。至らない点は多くあ
ると思いますが、ご指導のほど宜しくお願い
致します。

柴
しばた

田　珠
しゅう

有

[ 所属部署 ] 管理部 管理課 管理係

[ 生年月日 ] 平成10年10月７日

[ 出  身  地 ] 帯広市

[ 出  身  校 ] 北海学園大学

[ 抱     負 ] 新社会人としての自覚と責任、

そして向上心を忘れず持ち前の明るさを武器

に皆様のお力になれるよう精一杯努力して参

りたいと思います。至らない点も多くあると

存じますが、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願

い致します。

佐
さの

野　史
しほ

歩

[ 所属部署 ] 生産販売部 青果課 青果係 

　　　　　 兼 企画課 企画係

[ 生年月日 ] 平成14年８月２日

[ 出  身  地 ] 帯広市

[ 出  身  校 ] 帯広南商業高等学校

[ 抱     負 ] 社会人１年目で分からないこ

とが多々あると思いますが、何事にも積極的

に取り組んでいきたいと思います。先輩の姿

を見て学び、少しでも早く仕事を覚えられる

ように頑張ります。ご指導ご鞭撻の程宜しく

お願い致します。

中
なかじま

嶋　怜
れな

菜

ます!!
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[ 所属部署 ] 生産販売部 農産センター係
[ 生年月日 ] 平成14年５月16日
[ 出  身  地 ] 幕別町
[ 出  身  校 ] 江陵高等学校
[ 抱     負 ] 大正農協には多種多様な業務
があり、一つ一つの仕事に精一杯取り組み、
貢献していきたいと考えています。すべて、
１からのスタートなので至らない点も多くあ
ると思いますが、私の長所であるコミュニケ
ーション能力や積極性を活かし、お役に立て
るよう頑張りますので、どうぞ宜しくお願い
致します。

大
おおたけ

竹　隼
はやと

人
[ 所属部署 ] 生産販売部 農産課 農産係

[ 生年月日 ] 平成13年８月17日

[ 出  身  地 ] 帯広市

[ 出  身  校 ] 北海道農業協同組合学校

[ 抱     負 ] 私は昨年１年間ＪＡカレッジ

で様々な事を学んできました。そこで学んだ

ことや経験を生かして仕事を一生懸命頑張り

ますのでよろしくお願いします。まだまだ未

熟者の私ですが、１日でも早く組合員さんの

役に立てる様努力いたします。部活動はサッ

カーをしていました。

西
にしかわ

川　魁
かいと

人

[ 所属部署 ] 信用部 共済課 共済係

[ 生年月日 ] 平成14年７月23日

[ 出  身  地 ] 帯広市

[ 出  身  校 ] 帯広南商業高等学校

[ 抱     負 ] 高校生から1人の社会人になり、

不慣れな点や至らない点が多々あると思いま

すが、真面目に仕事にとりくみ早く内容を覚

え、組合員の方々の力になれるように努力し

貢献できるようにして参ります。ご指導のほ

どよろしくお願い致します。

笹
ささよし

芳　にこ
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[ 所属部署 ] 購買部 農機資材課 農機資材係

[ 生年月日 ] 平成元年３月13日

[ 出  身  地 ] 帯広市

[ 出  身  校 ] 釧路公立大学

[ 抱     負 ] 前職では農業資材を販売して

いたので、見た事があるという方もいらっし

ゃると思います。前職で得た知識や経験を少

しでも活かして色々な方の役に立つ事が出来

る人間になりたいと考えていますので、気軽

に声を掛けて頂ければと思います。これから

どうぞ宜しくお願い致します。

大
おおさわ

澤　　涼
りょう

[ 所属部署 ] 生産販売部 青果課 青果係

[ 生年月日 ] 平成10年５月９日

[ 出  身  地 ] 帯広市

[ 出  身  校 ] 札幌大谷大学

[ 抱     負 ] ４月から社会人として不安や

緊張などありますが、どんな事に対しても一

生懸命取り組み、１日でも早く皆さんのお力

になれるよう日々精進してまいります。至ら

ない事も多々ありますが、ご指導の程よろし

くお願い致します。

桝
ますい

井　　駿
しゅん

[ 所属部署 ] 信用部 共済課 共済係

[ 生年月日 ] 平成11年２月６日

[ 出  身  地 ] 帯広市

[ 出  身  校 ] 北星学園大学

[ 抱     負 ] 今年度から働かせていただく、

味元勇磨です。大学生から新社会人と環境が

変わり不安な面もありますが、１日でも早く

仕事を覚えられるよう一生懸命頑張りますの

で、ご指導ご鞭撻の程宜しくお願い致します。

味
みもと

元　勇
ゆうま

磨

新入職員です!よろしくお願いし

9

[ 所属部署 ] 生産販売部 畜産課 畜産係

[ 生年月日 ] 平成９年11月９日

[ 出  身  地 ] 岩見沢市

[ 出  身  校 ] 岩見沢農業高等学校

[ 抱     負 ]農協職員として至らない点が多々

あるとは思いますが、社会人５年目の経験や

ずっと続けてきたスポーツで培った経験を活

かして、元気に明るく積極的に行動していき、

早く一人前の農協職員になれるよう精進して

いきたいと思います。これからどうぞよろし

くお願い致します。

髙
たかだ

田　翔
しょうま

馬

[ 所属部署 ] 営農振興部 営農振興課 営農振興係
[ 生年月日 ] 平成10年５月27日
[ 出  身  地 ] 幕別町
[ 出  身  校 ] 帯広三条高等学校
[ 抱     負 ] この度は、大正農協に勤めさ
せて頂ける事になり、大変嬉しく思っていま
す。農業についての知識をこれから多く、早
く身に付け、１日でも早く大正に貢献できる
よう努力して参りますので、ご指導ご鞭撻の
程よろしくお願いします。なお、前職での経
験も活かしながら日々の業務に勤め一人前の
ＪＡ職員になることを目標に頑張ります。

斉
さいとう

藤　　翔
かける

[ 所属部署 ] 購買部 生産資材課 生産資材係

[ 生年月日 ] 平成11年２月14日

[ 出  身  地 ] 音更町

[ 出  身  校 ] 札幌学院大学

[ 抱     負 ] 大学まで野球を続けたことで、

忍耐力や周りを見て行動する大切さを身に付

けることができました。その経験を生かし社

会人として多くの方に信頼していただけるよ

うに頑張りますので、ご指導の程よろしくお

願いいたします。

加
かとう

藤　大
やまと

和
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理
事
会
報
告

第
11
回
理
事
会　

12
月
15
日

【
報
告
事
項
】

第
１　

�

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

（
10
月
分
）

第
２　

仮
決
算
内
容
に
つ
い
て

第
３　

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

第
４　

�

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
十
勝
の
動

き
に
つ
い
て

第
５　

�

経
営
所
得
安
定
対
策
に
係
る
事

務
手
続
き
に
つ
い
て

第
６　

�

割
賦
貸
付
金
の
借
入
申
込
み
に

つ
い
て

第
７　

�

令
和
元
年
産　

契
約
大
豆
本
精

算
に
つ
い
て

第
８　

�

令
和
２
年
産　

契
約
大
豆
概
算

払
に
つ
い
て

第
９　

�

令
和
２
年
産　

種
子
長
い
も
選

別
料
の
徴
収
に
つ
い
て

第
10　

農
薬
売
価
変
更
に
つ
い
て

第
11　

�

従
業
員
の
年
末
手
当
支
給
に
つ

い
て

【
協
議
事
項
】

議
案
第
１
号

令
和
３
年
度　

事
業
計
画
お
よ
び
固

定
資
産
取
得
整
備
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

越
前
会
館
の
譲
与
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

令
和
２
年
度　

冬
期
農
事
組
合
懇
談

会
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

令
和
２
年
度　

年
末
年
始
の
業
務
日

程
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

令
和
３
年
度　

賦
課
金
の
賦
課
お
よ

び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
係
る
貸

付
に
つ
い
て

第
12
回
理
事
会　

12
月
28
日

【
報
告
事
項
】

第
１　

�

組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
に
つ

い
て

第
２　

�

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
つ

い
て

第
３　

�

帯
広
大
正
農
協
営
農
推
進
協
議

会
に
つ
い
て

第
４　

�

令
和
２
年
産　

原
料
て
ん
菜
受

渡
実
績
に
つ
い
て

第
５　

�

令
和
２
年
産　

て
ん
菜
代
金
の

精
算
状
況
に
つ
い
て

第
６　

�

令
和
２
年
産　

麦
・
畑
作
物
共

済
支
払
見
込
み
に
つ
い
て

第
７　

�

割
賦
貸
付
金
の
借
入
申
込
に
つ

い
て

第
８　

�

令
和
２
年
産　

農
産
物
集
荷
取

扱
状
況
に
つ
い
て

第
９　

�

令
和
２
年
産　

食
用
・
加
工
用

馬
鈴
薯
選
別
出
荷
状
況
に
つ
い

て

第
10　

�

令
和
２
年
産　

長
い
も
選
別
出

荷
販
売
状
況
に
つ
い
て

第
11　

�

令
和
２
年
産　

民
間
流
通
麦
二

次
概
算
金
の
精
算
に
つ
い
て

第
12　

�

令
和
元
年
産　

民
間
流
通
麦
に

係
る
精
算
に
つ
い
て

第
13　

�

令
和
元
年
産　

民
間
流
通
麦
本

精
算
に
つ
い
て

第
14　

�

平
成
30
・
令
和
元
年
産　

小
麦

精
算
単
価
に
つ
い
て

第
15　

�

令
和
２
年
度　

生
乳
生
産
状
況

に
つ
い
て

第
16　

�

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
発
生
圃
場
土
壌
検
診
結
果
に

つ
い
て

第
17　

�

令
和
２
年
度　

農
配
肥
料
工
場

冬
季
操
業
実
績
に
つ
い
て

第
18　

�

令
和
３
農
薬
年
度　

農
薬
奨
励

対
策
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

議
案
第
１
号

農
協
運
営
総
合
審
議
会
へ
の
諮
問
に

つ
い
て

議
案
第
２
号

出
資
金
の
異
動
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

令
和
元
年
産　

澱
原
馬
鈴
薯
本
精
算

に
つ
い
て

議
案
第
４
号

令
和
３
年
度　

安
全
安
心
な
農
畜
産

物
づ
く
り
推
進
方
針
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

令
和
３
年
度　

大
豆
収
穫
支
援
事
業

実
施
要
領
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

令
和
３
農
薬
年
度　

農
薬
取
扱
要
領

に
つ
い
て

第
13
回
理
事
会　

１
月
28
日

【
報
告
事
項
】

第
１　

�

令
和
２
年
度　

第
３
四
半
期
定

期
監
査
に
つ
い
て

第
２　

�

会
計
監
査
人
再
任
の
決
定
に
つ

い
て

第
３　

�

会
計
監
査
人
の
報
酬
等
の
決
定

に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て

第
４　

12
月
末
仮
決
算
に
つ
い
て
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第
５　

�

令
和
２
年
度
各
種
資
格
認
定
試

験
結
果
に
つ
い
て

第
６　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

第
７　

�
組
合
員
勘
定
の
集
計
に
つ
い
て

第
８　

�

農
畜
産
物
の
生
産
物
融
資
に
つ

い
て

第
９　

�

経
営
所
得
安
定
対
策
に
係
る
事

務
手
続
き
に
つ
い
て

第
10　

�

令
和
２
年
産　

て
ん
菜
貯
蔵
手

当
の
支
払
に
つ
い
て

第
11　

債
権
保
全
委
員
会
に
つ
い
て

第
12　

�

割
賦
貸
付
金
の
借
入
申
込
に
つ

い
て

第
13　

�

令
和
３
年
産　

小
麦
作
付
面
積

に
つ
い
て

第
14　

�

令
和
２
年
産　

農
産
物
選
別
出

荷
状
況
に
つ
い
て

第
15　

�

令
和
２
年
度　

生
乳
生
産
状
況

に
つ
い
て

第
16　

�

令
和
３
農
薬
年
度　

農
薬
奨
励

対
策
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

議
案
第
１
号

令
和
２
年
度　

冬
期
農
事
組
合
懇
談

会
主
要
な
意
見
要
望
及
び
回
答
に
つ

い
て

議
案
第
２
号

令
和
３
年
度　

内
部
監
査
計
画
に
つ

い
て

つ
い
て

第
６　

�

令
和
２
年
度　

下
半
期
経
営
定

期
点
検
結
果
に
つ
い
て

第
７　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

第
８　

�

割
賦
貸
付
金
の
借
入
申
込
に
つ

い
て

第
９　

�

令
和
２
年
度　

農
配
肥
料
工
場

の
経
費
算
入
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

議
案
第
１
号

令
和
３
年
度　

役
員
報
酬
の
答
申
に

つ
い
て

議
案
第
２
号

第
74
回
通
常
総
会
開
催
日
ま
で
の
日

程
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

固
定
資
産
の
除
却
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

年
金
受
給
者
金
利
優
遇
定
期
貯
金
の

取
扱
い
（
継
続
）
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

第
44
回
帯
広
大
正
メ
ー
ク
イ
ン
ま
つ

り
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

令
和
３
年
度　

事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

第
74
回
通
常
総
会
の
開
催
日
・
開
催

場
所
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

役
員
選
任
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

次
年
度
の
営
農
に
対
す
る
営
農
強
化

対
策
費
の
支
払
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

共
済
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

令
和
３
年
度　

固
定
資
産
取
得
計
画

（
生
産
販
売
部
）
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

従
業
員
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い

て
第
14
回
理
事
会　

２
月
16
日

【
報
告
事
項
】

第
１　

�

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

第
２　

�

農
協
運
営
総
合
審
議
会
に
つ
い

て

第
３　

�

令
和
２
年
度　

決
算
見
込
み
に

つ
い
て

第
４　

�

令
和
２
年
度　

第
４
四
半
期
の

棚
卸
業
務
に
つ
い
て

第
５　

�

令
和
２
年
度　

第
４
四
半
期
定

期
監
査
・
決
算
監
査
の
日
程
に

第
15
回
理
事
会　

２
月
25
日

【
報
告
事
項
】

第
１　

�

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

第
２　

�

令
和
２
年
産　

て
ん
菜
品
代
金

の
精
算
に
つ
い
て

第
３　

�

資
金
の
借
入
申
込
に
つ
い
て

第
４　

�

令
和
２
年
産　

農
産
物
選
別
出

荷
状
況
に
つ
い
て

第
５　

�

令
和
３
年
産　

大
根
共
選
播
種

計
画
面
積
に
つ
い
て

第
６　

�

令
和
２
年
産　

春
出
食
用
馬
鈴

薯
取
扱
要
領
に
つ
い
て

第
７　

�

令
和
２
年
度　

生
乳
生
産
状
況

に
つ
い
て

第
８　

�

従
業
員
に
対
す
る
期
末
手
当
の

支
給
に
つ
い
て

第
９　

�

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

議
案
第
１
号

令
和
３
年
度　

事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

規
程
類
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

令
和
３
年
度　

信
用
供
与
等
の
最
高

限
度
額
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

令
和
３
年
産　

食
用
馬
鈴
薯
取
扱
要

領
に
つ
い
て
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議
案
第
５
号

令
和
３
年
産　

特
別
栽
培
メ
ー
ク
イ

ン
取
扱
要
領
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

令
和
３
年
度　

畜
産
物
取
扱
要
領
に

つ
い
て

議
案
第
７
号

令
和
３
年
産　

種
子
馬
鈴
薯
推
進
維

持
費
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

令
和
３
年
度　

固
定
資
産
取
得
計
画

（
生
産
販
売
部
）
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

令
和
３
年
度　

農
産
セ
ン
タ
ー
施

設
・
機
械
等
点
検
整
備
計
画
に
つ
い

て
第
１
回
理
事
会　

３
月
26
日

【
報
告
事
項
】

第
１　

令
和
２
年
度　

資
産
自
己
査
定

　
　
　

結
果
及
び
貸
倒
引
当
金
の
計
上

　
　
　

に
つ
い
て

第
２　

役
員
候
補
者
推
薦
会
議
に
つ
い

　
　
　

て

第
３　

令
和
２
年
度　

各
種
資
格
認
定

　
　
　

試
験
結
果
に
つ
い
て

第
４　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

第
５　

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
つ

　
　
　

い
て

第
６　

経
営
所
得
安
定
対
策
に
係
る
事

　
　
　

務
手
続
き
に
つ
い
て

第
７　

資
金
の
借
入
申
込
に
つ
い
て

第
８　

令
和
２
年
産　

農
産
物
選
別
出

　
　
　

荷
状
況
に
つ
い
て

第
９　

令
和
２
年
度　

生
乳
生
産
状
況

　
　
　

に
つ
い
て

第
10　

�

配
送
課
税
軽
油
の
割
戻
し
に
つ

い
て

第
11　

�

令
和
３
年
度　

ト
ラ
ッ
ク
傭
車

契
約
に
つ
い
て

第
12　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

議
案
第
１
号

　

決
算
関
係
書
類
（
第
74
回
通
常
総
会

　

提
出
議
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　

令
和
３
年
度
の
余
裕
金
運
用
に
つ
い

　

て
議
案
第
３
号

　

令
和
３
年
度　

北
海
道
信
連
か
ら
の

　

借
入
限
度
額
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
関
す
る

　

包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　

出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　

当
組
合
に
お
け
る
取
引
の
リ
ス
ク
評

　

価
書
に
お
け
る
実
績
報
告
と
一
部
改

　

正
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　

令
和
３
年
度　

作
業
免
許
取
得
推
進

　

実
施
要
領
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

　

令
和
３
年
度　

種
子
馬
鈴
薯
設
置
委

　

託
費
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

　

令
和
３
年
度　

固
定
資
産
取
得
計
画

　

（
生
産
販
売
部
）
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

　

令
和
３
年
度　

固
定
資
産
取
得
計
画

　

（
購
買
部
）
に
つ
い
て

議
案
第
11
号

　

役
員
選
任
に
お
け
る
学
職
経
験
理
事

　

並
び
に
員
外
監
事
の
候
補
者
の
推
薦

　

に
つ
い
て

議
案
第
12
号

　

退
職
職
員
に
対
す
る
功
労
金
（
特
別

　

加
給
退
職
金
）
の
支
給
に
つ
い
て
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お
世
話
に

　
　
　
　

　
　
な
り
ま
し
た

お
世
話
に

　
　
　
　

　
　
な
り
ま
し
た

　
　
　

令
和
３
年
２
月
28
日　

退
職

　
　
　

令
和
３
年
３
月
31
日　

退
職

　
　
　

令
和
３
年
４
月
１
日　

再
雇
用

　
　
　

令
和
３
年
３
月
31
日　

退
職

田
中

　
芽
衣

生
産
販
売
部　

農
産
セ
ン
タ
ー
係

髙
野

　
亜
紗
美

越
田

　
潤
一

生
産
販
売
部　

畜
産
課　

畜
産
係

購
買
部　

農
機
管
理
セ
ン
タ
ー

令
和
３
年
３
月
31
日　

退
職

　

生
産
販
売
部　

畜
産
課
長

お
世
話
に

　
　
　
　

　
　
な
り
ま
し
た

お
世
話
に

　
　
　
　

　
　
な
り
ま
し
た

三
　
浦

　
　
　
均

　

こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て

定
年
を
迎
え
退
職
致
し
ま
し
た
。

　

当
農
協
に
は
、
平
成
11
年
に
奉
職
以

来
22
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ

の
間
一
貫
し
て
酪
農
・
畜
産
の
仕
事
に

従
事
す
る
こ
と
が
出
来
、
組
合
員
は
も

と
よ
り
、
ご
家
族
の
皆
様
か
ら
も
多
大

な
る
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
十
勝
地
域
畜
産
発
展
の
た

め
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
仕
事
を

続
け
て
い
く
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、

大
正
地
域
で
見
か
け
た
際
に
は
お
声
が

け
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　新型コロナウイルスの影響を受ける飲食店を激励するため、日頃よりクラフトビール「お
いものおもい」を取扱頂いている「手打ちそば処 飯の」「炭火焼鳥×デザートこてつ」「香
酒鞘」「あぶりや勉三」の４店に対し、それぞれに大正メークイン20㎏、大正長いも20㎏、
大正メークインでつくったじゃがバター100個を、３月18日（木）に寄贈いたしました。「お
店に直接来店し応援することが出来ないのでこういう形で応援させてもらいました」と吉
田組合長より食材を手渡し、各店主からは「贈呈していただいた食材は大切に使用させて
いただきます」と感謝の言葉をいただきました。
　また本年１月には、農協青年部より「おいものおもい」10㍑を各同店に寄贈しております。

帯広市内飲食店にメークインなど食材寄贈
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（
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発
行
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帯
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大
正
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業
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同
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ド
レ
ス
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　http//w
w

w
.ja

-ta
isho.c

om

印
刷
／
東
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株
式
会
社

発
行
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月

編
集
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営
農
振
興
部

大
翔

①５月の空を泳ぎます
②ポカポカ陽気の日には脱いで腕に
掛ける人も
③魚の胸や背、尾などのヒラヒラ
④『トッカータとフーガ』を作曲し
ました
⑥柱や立ち木の間につるして使う寝
具
⑧トマトの実の食べない部分
⑩バラは「愛」や「美」、アヤメな
ら「朗報」「希望」など
⑫──を買って家を建てた
⑭リュックやトランクもこれの一種
⑯ゴールまで──５kmです
⑱つるベを下ろして水をくみます

①亀が日なたで──干しをしている
③漢字で書くと雲雀。空高くさえずる
野鳥です。あげ──、──笛
⑤砕けて石や砂になります
⑥突然、風船が──した
⑦種、稲、穂に共通の部首
⑨５月の第２日曜日は──の日です
⑪和服の袖の下に垂れた部分
⑬物質の性質や星の動きなどを学びます
⑮胴が太いヘビのような形をしている
という、幻の生物
⑰二輪車のことです
⑲奈良や京都のように昔、都が置かれ
ていた場所
⑳中国に次いで人口の多い国
�紳士服──は４階でございます

タテのかぎヨコのかぎ
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新春号正解（№215）
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当選者は次号で発表いたします。
正解者の中から抽選で、10名の方
にお米券を差し上げます。


